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主  題：よみがえりを前にした拒絶 

聖書箇所：ヨハネの福音書 １１章４７－５７節 

 

ここまで４回にわたって、ヨハネの福音書１１章をいっしょに考えてきましたが、この章もきょうで

おしまいです。最後、残された４７－５７節のみことばの教えに耳を傾けてみたいと思います。 

内容に入る前に、少し考えてみてください。私たちは時に、確かな証拠さえあれば、人は素直に信じる

はずだと考えることがあります。本当に神様がいるのであれば、その証拠を見せてください、はっきりと

した証拠があれば、すごい奇蹟を目にすれば、自分も信仰を持てるかもしれません、そんなことばをまわ

りのだれかから言われたことがあるかもしれません。また私たち自身も一度はそんなふうに考えたこと

があるかもしれません。私たちはどこかで証拠の量や確かさというものがそのまま信仰に結びつくと思

い込んでいたりします。でも本当にそうなのでしょうか――。今学んでいるヨハネの福音書は、その考え

がそうではないということを繰り返し私たちに教えてくれます。これまで私たちはイエス様が行われた

数々のしるし、奇蹟というものを見てきました。この方は水をぶどう酒に変えられ、３８年寝たきりだっ

た人を立たせ、５千人以上の人を養い、生まれつき盲目だった人の目を開かれていました。そして先週

は、その中でも頂点とも言える出来事を見ました。イエス様は死人をよみがえらせました。数分間、心臓

が止まっていた人ではありません。墓の中に入れられてから４日も経っていた、からだが腐敗し始めて

いた友ラザロを、イエス様は「ラザロよ、出てきなさい」という御声一つだけで生き返らせました。これ

以上ないほど明白なしるしを示されました。イエス様はご自分がだれなのかということを明らかにしま

した。ラザロの復活を通して、ご自分こそがよみがえりであり、いのちである神の子キリストなのだと、

人々の前で明らかにしたのです。もし証拠さえあれば信じるという考えが正しいのであれば、こんなに

も驚くべき光景を目の当たりにした人は、みんなイエス様を信じて、この方の前にひれ伏してほめたた

えることになっていたでしょう。 

〇よみがえりを前にした拒絶： 

でも、実際のところはそうはなりませんでした。ある人たちはそれを見て、イエス様をすなおに信じま

した。でもある人たちは急いでパリサイ人のところに行って、悪意を持ってこの出来事を報告しました。

またさらにきょう私たちが見る４７節からは、祭司長やパリサイ人たちが集って、どうすればこのイエ

ス様のことを滅ぼせるかと計画を立て始めていくのです。死人をよみがえらせた方を見た彼らのとった

行動は「すばらしい！」、「この方こそ神の子だ」と受け入れるのではなく、この方を殺そうという決断

でした。そこにあったのは信仰ではありません。礼拝でもありません。完全な拒絶でした。なぜそのよう

な態度をとったのでしょう。証拠が足りなかったのでしょうか。奇蹟を十二分に見ていなかったからで

しょうか。いいえ、そうではありません。彼らはイエス様が行っていた多くのしるしを見ていました。そ

のことを否定はしません。事実としては認めていました。それでも彼らはこの方のことを拒みました。イ

エス様を信じるということ、ここにある問題は、証拠の量でも、証拠の確かさでもありません。それはい

つもその証拠を前にした、それぞれの心の応答だったのです。 

そしてこれは今の私たちについても同じです。これから私たちはいっしょにみことばを見ていきます。

これから見る箇所には単に２０００年前の民の指導者たちに関しての情報が載っているのではありませ

ん。同じ箇所は、今ここにいるすべての人に対して、同じ一つの質問を投げかけています。「あなたはイ

エス様をどうしますか」ということです。イエス様を救い主、神の子キリストとして受け入れるのか、そ

れとも自分の都合、自分の思いを優先して拒み続けるのか――。この問いに中立の立場もなければ、後回

しにするという選択もありません。だからこそこの朝は、ラザロのよみがえりというすばらしい希望の



直後に起こった悲しい拒絶に目を留めてみましょう。そしてその拒絶に目を留めながら、自分たちの心

をいま一度吟味してみましょう。この箇所は私たちに不信仰というものがなぜ起こるのかを教えてくれ

ます。私たちの心がどれほどかたくななのかということを教えてくれます。そしてそれを見ながら、自分

に問いかけてみてください。よみがえりであり、いのちであるお方を前にして、私はどう応答しましょう

かと。 

ヨハネ１１：４７－５７ 

「:47 そこで、祭司長とパリサイ人たちは議会を召集して言った。「われわれは何をしているのか。あの人が多

くのしるしを行っているというのに。:48 もしあの人をこのまま放っておくなら、すべての人があの人を信じ

るようになる。そうなると、ローマ人がやって来て、われわれの土地も国民も奪い取ることになる。」:49 し

かし、彼らのうちのひとりで、その年の大祭司であったカヤパが、彼らに言った。「あなたがたは全然何もわ

かっていない。:50 ひとりの人が民の代わりに死んで、国民全体が滅びないほうが、あなたがたにとって得策

だということも、考えに入れていない。」:51 ところで、このことは彼が自分から言ったのではなくて、その

年の大祭司であったので、イエスが国民のために死のうとしておられること、:52 また、ただ国民のためだけ

でなく、散らされている神の子たちを一つに集めるためにも死のうとしておられることを、預言したのであ

る。:53 そこで彼らは、その日から、イエスを殺すための計画を立てた。:54 そのために、イエスはもはやユ

ダヤ人たちの間を公然と歩くことをしないで、そこから荒野に近い地方に去り、エフライムという町に入り、

弟子たちとともにそこに滞在された。:55 さて、ユダヤ人の過越の祭りが間近であった。多くの人々が、身を

清めるために、過越の祭りの前にいなかからエルサレムに上って来た。:56 彼らはイエスを捜し、宮の中に立

って、互いに言った。「あなたがたはどう思いますか。あの方は祭りに来られることはないでしょうか。」:57 

さて、祭司長、パリサイ人たちはイエスを捕らえるために、イエスがどこにいるかを知っている者は届け出な

ければならないという命令を出していた。」 

１．拒絶の理由 ４７－５７節 

さて、この場面には、イエス様を拒絶する者たちの姿がはっきりと描かれていました。よみがえりを前

にした彼らの心はあまりにもかたくなでした。でもいったいどうしてなのでしょう。なぜ彼らはこれほ

どまでにイエス様のことを敵視したのでしょう。その理由がこの場面にはっきりと書かれていました。

今回の場面から私たちが最初に見て取れること、それは拒絶の理由です。もっと言うと、この箇所には生

まれながらの人間がどうして救い主を拒むのか、その根本的な理由が明らかにされていました。４７節

がこんなふうに始まっています。「そこで、祭司長とパリサイ人たちは議会を召集して言った。「われわれは何

をしているのか。あの人が多くのしるしを行っているというのに。」と。この時の様子を思い浮かべてみてく

ださい。イエス様が死者ラザロをよみがえらせたという知らせを聞いて集まったのは、祭司長たちとパ

リサイ人たちでした。彼らは約７０人ほどの議員からなる議会、サンヘドリンを招集して、起こった問題

に何とか対処しようとしました。このサンヘドリンというのは、当時のイスラエルにあって宗教とか、司

法を司っていた最高権威としての機関でした。この当時、国はローマに支配されていました。でもその中

にあっても、彼らには宗教的、法的な問題を扱う権限が与えられていて、彼らは律法に基づいていろいろ

な判断、さばきを下すことが許されていました。彼らはそのような最高裁判所みたいな働きを担ってい

たのです。ですからこの４７節の場面に集まっていたのは、国の中でも最も力を持っている、地位の高

い、権力のある人たちでした。 

また加えてこのサンヘドリンというのは、二つのグループから成り立っていました。一つはパリサイ

派の人たちでした。パリサイ派の人たちというのは少数でした。この人たちは、常に律法を守り行うこと

に関心を持っていました。“パリサイ”というのは、「一線を画するもの」という意味です。その名のと

おり彼らは民たちが律法から離れていく、熱心さを失っていく中にあって、いっさい妥協しないで守り

続けようとした一線を画する者たちでした。パリサイ人たちというのは律法を愛していました。そして



同時にそんな自分たちが律法の教師として、律法の先生として、人々の間で尊敬される立場にあること

を大きな喜びとしていました。その点をイエス様もマタイ２３：５－７で、こんなふうに指摘していま

す。「:5 彼らのしていることはみな、人に見せるためです。経札の幅を広くしたり、衣のふさを長くしたりする

のもそうです。:6 また、宴会の上座や会堂の上席が大好きで、:7 広場であいさつされたり、人から先生と呼ばれ

たりすることが好きです。」と。彼らは「先生」と呼ばれたい人たちでした。彼らにとって人からの評価、

宗教的なエリートとしての立場というのは手放したくないものだったということです。それが一つのグ

ループ、パリサイ派と呼ばれる人たちでした。 

そしてもう一つのグループは祭司長たち、大多数をサドカイ派と呼ばれる者たちが占めていました。

この人たちというのは、宗教というよりも主に政治的なことに関心を払う人たちでした。この当時の貴

族階級に属して、莫大な富や権力を持っていました。彼らは自分たちの権力とか地位を得るために、敵で

あるローマに進んで協力をして、ローマのもとで民を管理する、そんな立場を担っていました。この人た

ちは自分たちの地位や自分たちの立場を保つためであれば、敵であろうが妥協する、そんな者たちだっ

たのです。 

一つのグループは妥協を許さず、律法を遵守する。もう一つのグループは自分たちの立場や地位のた

めであれば妥協する。この二つのグループから成り立っていた議会は本来、敵同士、心底嫌いな存在でし

た。でもイエスという共通の敵を前にした時、彼らは手を取り合って一つとなっていました。私たちは互

いのことはめちゃくちゃ嫌いです、でも今、一つの共通点がありますと。イエスというこの憎き存在を、

私たちはどうにかして排除しないといけませんと。彼らは民の間で、イエス様が奇蹟をなしている姿を

もちろん見ていました。４７節の最後、彼らは「あの人が多くのしるしを行っているというのに。」と口にし

ていました。イエス様がすごいみわざをなしていたというのは、イエス様の弟子たちだけが見ていたの

ではありません。イエス様のことに関心のある人たちだけが見ていたのではありません。イエス様の敵

たちですらわかっていました。イエス様にはほかに並ぶ者のない力があることに気づいていました。神

様にしかできないしるしを、少しではありません、多く行っていると。彼らも否定するのではなく、認め

ていました。彼らはそうやってたくさんの奇蹟を行っている方を目の前にして、奇蹟は認めていながら

も、その奇蹟を行う方を受け入れようとはしませんでした。 

いったいなぜ目の前で奇蹟を見続けていたのに、彼らはこれほどまでにイエス様のことを必死になっ

て除こうとしたのでしょう。その理由が続く４８節に、「もしあの人をこのまま放っておくなら、すべての人

があの人を信じるようになる。そうなると、ローマ人がやって来て、われわれの土地も国民も奪い取ることになる。」」

と書かれていました。彼らは二つのことを恐れていました。一つ目に、すべての人がイエス様を信じるよ

うになるということ。そして二つ目に、ローマ人がやって来て自分たちの土地や国民を奪い取るという

ことでした。この二つは私たちの頭ではあまり合致しないかもしれません。でも彼らの頭ではこの二つ

はきっちりと結びついていました。要するに、彼らの恐れというのは、このまま放っておくと、民のすべ

てが死者をよみがえらせたイエス様のことを信じるようになって、そんなイエス様を王様として、民は

ローマに反乱を起こすことになるかもしれない。そうすれば間違いなくローマが鎮圧のために介入して

きて、サンヘドリンの権限も、自分たちの地位も、自分たちの特権も、自分たちの富も全部奪い取られる

ことになってしまうかもしれないと。彼らはここで国全体のことを純粋に気にかけて、心配していたの

ではありません。彼らの持っていた恐れは個人的な利益を奪われることにありました。自分たちの神殿、

自分たちの特権、自分たちの名誉、自分たちの権力、自分たちの地位、自分たちの立場、それらをすべて

取り去られてしまうことに恐れを覚えていたのです。パリサイ人たちは、イエス様のことをひどく憎み

ました。なぜでしょう。それはイエス様がパリサイ人たちの偽善的な内面を、ある意味で聖徒たちの前で

暴き続けるからです。サドカイ人たちもイエス様のことを憎みました。自分たちが持っている大切な権

力を、大切な富を脅かすからです。彼らがイエス様のことを取り除きたかった本当の理由は、結局のとこ



ろ自己中心という罪でした。自分が持っているもの、自分が愛しているもの、それは絶対に失うことはで

きないというかたくなさが救い主の拒絶へとつながっていたということです。 

そしてこれは何も彼らだけの問題ではありません。今の時代も同じです。なぜイエス様のことを人は

拒むのでしょう。どれだけの証拠を示されたとしても、人はなお拒絶するのでしょう。答えは、自分を失

いたくないからです。自分を手放したくないからです。自分が愛している罪という偶像を失いたくない

からです。聖書ははっきりと教えています。イエス様を主として認めるということは、必然的に自分が自

分の人生の主人でなくなることを意味しているということです。イエス様を救い主として認めて生きて

いくということは、イエス様が自分の主人になり、その主人にすべてをささげることを意味します。私は

これがしたいです、私はこれを譲ることができませんという自分の持っている欲、自分の計画、何よりも

自分の王座を愛している人は、それを手放すようにと求める存在を遠ざけようとするのです。自分が自

分の人生の王様であることを望んでいるのであれば、その人はほかに主人を持ちたいなどとは思いませ

ん。別の王様など受け入れたくもありません。私に従うのであれば、すべてを捨てて、私だけを愛して私

について来るようにと、イエス様は言われます。自分を愛している人にとって、そのニュースは喜びをも

たらす救い主ではありません。喜びを奪う圧政者のように感じるのです。祭司長やパリサイ人たちは、ま

さにそれをここで感じていました。証拠が足りなかったのではありません。自分が愛しているものを絶

対に手放したくないという、その罪が、彼らのうちに拒絶する心を生み出していました。今も変わりませ

ん。自分を愛しているのであれば、イエス様は救い主ではなく、自分から何かを奪う圧政者のように感じ

るということです。 

２．拒絶の皮肉 ４９－５２節 

そしてその場に、拒絶というものがあふれている中、ひとりの人物が立ち上がりました。その年の大祭

司だったカヤパは、そうやって慌てふためいて議論を交わしている議員たちに向かって口を開きます。

大祭司というのは、本来であれば神様と人との間を仲介するものとして立てられた人物でした。当然、こ

の議会の中でもだれよりも敬虔で、だれよりも救世主の誕生というものを心待ちにしていたはずだと思

うかもしれません。でもそんな人物の口から出てきたことばは、残念ながらさらなる拒絶でした。いや、

彼の心というのは実際だれよりもかたくなでした。不思議なことに私たちは次の場面に一つの大きな皮

肉というものを見ます。 

二つ目にこの場面から見て取れるのは、拒絶の皮肉です。カヤパの拒絶の裏側には、人の理解を遥かに

超えた神様のご計画がありました。４９節から続いて書いていました。「:49 しかし、彼らのうちのひとり

で、その年の大祭司であったカヤパが、彼らに言った。「あなたがたは全然何もわかっていない。:50 ひとりの人

が民の代わりに死んで、国民全体が滅びないほうが、あなたがたにとって得策だということも、考えに入れていな

い。」」と。ここで彼の考えは極めて単純でした。国全体を守るためには、ひとりを犠牲にすればいいと

彼は考えたのです。自分たちの憎んでいるイエス様さえ殺してしまえば、ローマは来ないし、自分たちの

地位や自分たちの財産は失わずに済むと。ひとりの人が民の代わりに死ぬこと、それこそが私たちにと

って得策だと。それが彼の計画でした。ここまで見てきたように、彼らはイエス様のことを敵視していま

した。その影響力が大きくなることをひどく恐れていました。でも、イエス様は政治において革命を起こ

そうとはしていません。クーデターを企てることもありません。むしろ自分のことを王様として連れて

行こうとした、そんな盛り上がっている群衆たちを拒んで、自分から身を引かれていました。イエス様

は、ただへりくだって、苦しんでいる者たちにあわれみを示して、弱り果てている者たちに対して助けの

手を差し伸べ、神の国の福音というものをあちらこちらで宣べ伝えていました。人のいのちを奪うどこ

ろか、イエス様は人にいのちを与えられていました。しかし、そんなお方を国のトップである大祭司が殺

そうとするのです。そしてその動機は、決して国や民を愛する思いからではありません。彼自身の利益の

ためでした。彼は自身の利益のために、ひとりの人が死ぬ方がいい、いや、ひとりの人を殺す方がいいと。



いったいどれほど彼の心は悪意に満ちあふれていたのでしょう。本来なら最も救いに近いと思える人物

が、最もかたくなで遠く離れたところにいました。 

そしてここに大きな皮肉というものがありました。カヤパは開口一番、「お前たちは何にもわかってい

ない」と言っていました。でもそう叫んだカヤパ自身、実は自分が語っていることの本当の意味を理解し

ていませんでした。彼の考えた策略は、実は神様が持っておられた救いのご計画そのものだったのです。

５１－５２節、続いてこう書いていました。「:51 ところで、このことは彼が自分から言ったのではなくて、

その年の大祭司であったので、イエスが国民のために死のうとしておられること、:52 また、ただ国民のためだけ

でなく、散らされている神の子たちを一つに集めるためにも死のうとしておられることを、預言したのである。」

と。「彼が自分から言ったのではなく」というのは、どういうことでしょう。これは神様が彼を通して語ら

れていたということです。究極的には神様ご自身がカヤパの口にこのことばを置かれました。神様は悪

意に満ちあふれていた大祭司のことばを通しても、ご自分のみこころを表されていたのです。 

ここで注目してみてください。カヤパが意図していたことと神様が意図していたことは全くもって異

なっていました。カヤパはイエス様に対する憎しみから、ひとりの人に死んでもらいたいと口にしまし

た。彼の意図は悪でした。でもこれと同じことばは、神様の側から見れば、完全に別の意味を持っていま

した。マッカーサー先生も次のように述べています。「神は、彼の邪悪で冒涜的な言葉を、主権によって

真理へと変えられたのです。」と。では神様はカヤパのその悪の背後にあって、いったいどんな良い目的

を、どんな良い真理を持っておられたのでしょう。その目的は、イエス様の死を通して救いをもたらすと

いうことでした。しかもユダヤ人だけではなく、異邦人のためにもです。５２節に「ただ国民のためだけ

でなく、散らされている神の子たちを一つに集めるためにも死のうとしておられる」と書いていました。ここで

「国民」というのは、ユダヤ人のことを指しています。その一方で「散らされている神の子たち」というの

は、異邦人のことを指しています。以前いっしょに見たヨハネ１０章でも学びました。ヨハネ１０：１６

で、良い羊飼いであるイエス様は「わたしにはまた、この囲いに属さないほかの羊があります。わたしはそれを

も導かなければなりません。彼らはわたしの声に聞き従い、一つの群れ、ひとりの牧者となるのです。」と言って

いました。私たちの罪を救うために来てくださった救い主は、一つの民族だけを救うために来られたお

方ではありませんでした。感謝なことに、世の救い主はあらゆる民族、あらゆる国、あらゆる人種の中か

ら分け隔てなくご自分の民を救うために来てくださったお方でした。ひとりの人は確かに死ぬために遣

わされたお方でした。ユダヤ人たちは自分たちが滅ぼされないために、イエスが死ななければならない

と考えました。でも神様の計画は違います。その死は最初から国民のためだけでなく、全世界のためのも

のでした。人々が滅ぼされないでいいように、イエス様は死なれます、それが神様の真理でした。救い主

は私やあなたのような罪人を贖うため、身代わりとなってくださったお方だったということです。 

これと同じ真理は、ほかのみことばも繰り返し教えてくれていました。ヨハネの最初、１：２９で、自

分の方に来るイエス様を見た時に、バプテスマのヨハネは「見よ、世の罪を取り除く神の小羊」と言いまし

た。また、ヨハネだけではありません。イエス様ご自身がマルコ１０：４５でも「人の子が来たのも、仕え

られるためではなく、かえって仕えるためであり、また、多くの人のための、贖いの代価として、自分のいのちを

与えるためなのです。」」と言われました。イエス様は代わりにいのちを捨ててくださったお方でした。 

改めて神様のなさるそのみわざ、すごいものだと思いません？人々は救い主を拒み、迫害しました。こ

の方を十字架につけて殺そうという策略まで立てました。彼らは自分たちにとって厄介な問題を思いど

おりにできると思い込んでいたでしょう。でもそのすべてで働いておられたのは、神様ご自身でした。神

様が、信じるすべての者に、イエス様の死を通して救いを与えようとしてくださっていました。人の悪意

も、人のかたくなさも、神様はご自分の贖いの計画を実現するために使われたのです。悪意にあふれてい

たあの大祭司のことばでさえ、主権者であられる神様はご自分の目的のために使いました。主権者であ

る神様の御手を止めることができる者は、文字どおりだれも、何もないということです。これと同じ真理



を詩篇の著者も教えていました。詩篇２篇、これはメシヤのことを預言する詩篇ですけれども、詩篇２：

１－４でもこう言われています。「:1 なぜ国々は騒ぎ立ち、国民はむなしくつぶやくのか。:2 地の王たちは

立ち構え、治める者たちは相ともに集まり、【主】と、主に油をそそがれた者とに逆らう。:3 「さあ、彼らのかせ

を打ち砕き、彼らの綱を、解き捨てよう。」:4 天の御座に着いている方は笑い、主はその者どもをあざけられる。」

と。 

神様がすべてのことを支配してくださっているということは、私たちにとっての希望です。この方が

立てている救いのご計画を止められるものは何一つとしてありません。人は悪を計画します。でも私た

ちの神様は、その悪でさえ用いて、善を生み出すことのできるお方だということです。その最大の例こそ

イエス様の十字架でした。私たちがイエス様の十字架を覚える時、イエス様の十字架というのはプラン

Ｂだったのではありません。最初からプランＡでした。それこそが神様が最初から持っていた救いのご

計画でした。人たちはたくさん策略を考えました。でもそれらのものは、すべて神様のご計画を成し遂げ

るために用いられたものだったのです。だからこそ忘れてはいけません、確かに今この世界にも、理解し

がたいことは数多く起こり続けています。この世の悪というものは確かに存在するし、その悪によって

苦しめられることもあります。キリストの信仰のゆえに迫害されることもあるでしょう。でも、私たちの

愛している神様は、私たちとともにおられる神様は、その悪でさえご自分の良い目的のために使うこと

ができるお方です。私たちの経験するありとあらゆることすべてを通して、ご自分のすばらしさを示す

ことができるお方です。それなら私たちはそんな偉大な方に目を留めて、その方に希望を見いだしなが

ら生きていくことができます。一つ一つそのステップは神様の御手ですべて起こっています。拒絶の裏

側にあった大きな皮肉、それが二つ目に見て取れる要素でした。 

３．拒絶の決断 ５３－５７節 

そして、拒絶の理由、拒絶の皮肉と見てきましたけれども、最後に見て取れるものは、拒絶の決断です。

イエス様を拒んだ彼らの心のかたくなさというものはますます深まり、そして彼らのうちにある決意を

生み出していました。５３節からこう続いています。「:53 そこで彼らは、その日から、イエスを殺すための

計画を立てた。:54 そのために、イエスはもはやユダヤ人たちの間を公然と歩くことをしないで、そこから荒野に

近い地方に去り、エフライムという町に入り、弟子たちとともにそこに滞在された。:55 さて、ユダヤ人の過越の

祭りが間近であった。多くの人々が、身を清めるために、過越の祭りの前にいなかからエルサレムに上って来た。:56 

彼らはイエスを捜し、宮の中に立って、互いに言った。「あなたがたはどう思いますか。あの方は祭りに来られる

ことはないでしょうか。」:57 さて、祭司長、パリサイ人たちはイエスを捕らえるために、イエスがどこにいるか

を知っている者は届け出なければならないという命令を出していた。」と。彼らは何とかしてイエス様を捕ら

えて、殺害することを決めていました。この悲劇をよく考えてください。本来であれば、ラザロを生き返

らせることのできたイエス様の力というものは、もうすべてのものからほめたたえられるべきものでし

た。死者を復活させることのできるよみがえりであり、いのちであるお方の前に人々はすべてひれ伏し

て跪くべきでした。しかし、そんな偉大な証拠を目の前にした人たちの出した決断は、その日から、いの

ちである方からいのちを取ることを計画したと言うのです。よみがえらせることができるお方からいの

ちを奪おうと。神様の栄光がはっきりと示されたその出来事は、確かにある人たちのうちに信仰をもた

らしました。でも多くの人たちのうちに信仰ではなく、驚くべきことにイエス様に対するさらなる憎し

みと敵意をもたらしていたのです。 

イエス様がだれなのかということを明らかにされた時に、人々は必ず応答が問われるからです。そし

てそれが自分にとってうれしくないものであれば、自分の罪を見せるものであれば、罪を愛している人

たちは遠ざけようとします。民はみなそうでした。この場面にも皮肉というものがあります。この時、こ

の福音書を通して３回目となる、ユダヤ人の過ぎ越しの祭りが近づいていると言われていました。この

祭りは、多くの人たちの頭の中には、かつてエジプトの地でなされた神様の救いのみわざというものが



思い浮かんでいました。家の門柱とかもいに塗られたいけにえとしての羊の血に、彼らの思いはとどま

っている状態だったのです。そしてそんな彼らがこの祭りで神の小羊を自らの手で十字架につけました。 

私たちはもうヨハネの福音書クライマックスに入っていきます。イエス様の十字架はもう目の前に迫

っています。神の小羊を憎んだその者たちの手によって、十字架につけられる時は近づいています。目の

前に罪と死からの救いをもたらすことができる救い主はいました。彼らが最も必要としているそのお方

はいました。それにもかかわらず、それをかたくなに拒絶した人たちは、その方に手をかけることになる

のです。このような姿から何が言えるでしょう。確かにある人たちはこう考えます。目の前で一度でも奇

蹟を目にしていたら、自分ならすぐに信じますと。イエス様のことを私もこの目で見たら、いや見ていた

ら自分ももちろん信じますと。でも本当にそうでしょうか――。 

最後に一つのたとえ話を見て、終わりにします。ルカ１６：１９－３１です。皆さんもよくご存じの話

だと思います。イエス様はここでたとえの話をしました。偶然とは思えないことに、そこに登場する貧し

い人の名前もラザロです。「:19 ある金持ちがいた。いつも紫の衣や細布を着て、毎日ぜいたくに遊び暮らして

いた。:20 ところが、その門前にラザロという全身おできの貧しい人が寝ていて、:21 金持ちの食卓から落ちる物

で腹を満たしたいと思っていた。犬もやって来ては、彼のおできをなめていた。:22 さて、この貧しい人は死んで、

御使いたちによってアブラハムのふところに連れて行かれた。金持ちも死んで葬られた。:23 その金持ちは、ハデ

スで苦しみながら目を上げると、アブラハムが、はるかかなたに見えた。しかも、そのふところにラザロが見え

た。:24 彼は叫んで言った。『父アブラハムさま。私をあわれんでください。ラザロが指先を水に浸して私の舌を

冷やすように、ラザロをよこしてください。私はこの炎の中で、苦しくてたまりません。』:25 アブラハムは言っ

た。『子よ。思い出してみなさい。おまえは生きている間、良い物を受け、ラザロは生きている間、悪い物を受け

ていました。しかし、今ここで彼は慰められ、おまえは苦しみもだえているのです。:26 そればかりでなく、私た

ちとおまえたちの間には、大きな淵があります。ここからそちらへ渡ろうとしても、渡れないし、そこからこちら

へ越えて来ることもできないのです。』:27 彼は言った。『父よ。ではお願いです。ラザロを私の父の家に送って

ください。:28 私には兄弟が五人ありますが、彼らまでこんな苦しみの場所に来ることのないように、よく言い聞

かせてください。』:29 しかしアブラハムは言った。『彼らには、モーセと預言者があります。その言うことを聞

くべきです。』:30 彼は言った。『いいえ、父アブラハム。もし、だれかが死んだ者の中から彼らのところに行っ

てやったら、彼らは悔い改めるに違いありません。』:31 アブラハムは彼に言った。『もしモーセと預言者との教

えに耳を傾けないのなら、たといだれかが死人の中から生き返っても、彼らは聞き入れはしない。』」」と記され

ています。 

異なる場所に行ったふたりの人物がここに出てきました。ひとりはこの世で富や権力、名誉をすべて

持っていた裕福な人でした。その一方で、ラザロは毎日門の前に座り、食べ物を求めるような貧しい人で

した。この世では何も持たず、人から尊敬もされず、さげすまれていたような人でした。しかし、そんな

ふたりが死ぬと、ラザロは天に引き上げられ、金持ちは地獄に行きました。燃える火の中で金持ちが目を

上げてみると、あのラザロがアブラハムのふところにいるのが見えます。かつて自分の食卓でパンくず

を食べていた男が、今や栄光の中に置かれているのを目にするのです。苦しむ金持ちは叫んでいました。

「ラザロを遣わせて舌に水を一滴だけでも垂らしてください」と。その要求が退けられると、彼は次に願

っていました。「お願いです。ラザロを父の家に送って、私には兄弟が５人いますが、彼らまでこんな苦

しみの場所に来ないように言い聞かせてください」と。すると、それに対してアブラハムは「彼らには、

モーセと預言者があります。その言うことを聞くべきです。」と言っていました。言いかえれば、神様のみこ

とばが彼らにはもうすでに与えられていて、それでもう十分だということです。でも金持ちはそこで食

い下がりました。「もしだれかが死んだ者の中から彼らのところに行ってやったら、彼らは絶対に、絶対

に悔い改めるに違いありません」と。そしてそれに対してアブラハムははっきりと答えていました。「も

しモーセと預言者との教えに耳を傾けないのなら、もし神様の与えられていることばに耳を傾けようと



しないのであれば、たといだれかが死人の中からよみがえったとしても、彼らは聞きはしません」と。人

間的に考えれば、死者の中から復活した者を見れば、だれだって信じると思うでしょう。 

でもそうではない。ヨハネ１１章で人々は、実際にラザロという人物が墓の中からよみがえった事実

を目撃しました。手には神様のみことばも持っていました。民の指導者、パリサイ人たちは、特にみこと

ばに精通していた者たちでした。それでも彼らは信じなかったのです。大切な真理がここにあります。神

様を、イエス様を信じようとしない本当の原因は、証拠が足りないことではありません。それはただ神様

とみことばを受け入れたくないという、自分自身を愛している罪のゆえです。イエス様を前にして、後回

しにするとか、中立にするといった、そんな立場は私たちにありません。もしこの中でもっと確かな証拠

さえあればと、今は自分の好きなことをして、いつか準備ができたらと、決断を保留しているのであれ

ば、それはイエス様に対して拒絶の決断を下していることと同じです。 

このみことばが教えてくれていました。神様のことばを聞いていながら、それに応答しなければ、その

心はパリサイ人たちのようにますますかたくなになっていきます。自分自身の罪を照らし続けるイエス

様のことを拒み続けていくのであれば、あなたが持っているその拒絶というものはますます強くなって

いきます。後で考えようなどとは思わないことです。あとがあるかはだれにもわかりません。だからこ

そ、もしまだイエス様を救い主として受け入れることを、この方を拒んでいる方がいるのであれば、どう

かきょうイエス様の前に素直にへりくだってください。あなたが必要としているのは、別の証拠ではあ

りません。新たな何かしらの情報ではありません。あなたが必要としているのは、そのかたくなな心を変

えてくださる神様のあわれみです。そのかたくなな心を変えてくださるよみがえりであるイエス様のも

とに来ることです。どうか祭司長やパリサイ人のようにはならないでください。私たちを愛して、私やあ

なたのような罪人のために死なれ、そして永遠のいのちを与えるためによみがえってくださったお方、

そのすばらしいお方を自分のこととして信じ、受け入れて、自分の罪を悔い改めて、この方に従って生き

てください。それが一番喜びの人生です。 

そしてもう信じているという皆さん、私たちはいつでも神様に感謝することができます。私たちはき

ょうヨハネの福音書１１章を見て、祭司長、パリサイ人たちのかたくなさを見ました。私たちはよくこん

なにひどいのだと思います。でも覚えないといけないのは、私たちもそんなかたくなさを持っていると

いうことです。私たちが神様を知る前、イエス様を信じ、受け入れるその前、私たちも同じかたくなさを

持っていたということです。そしてそのかたくなさを砕いてくださったのは、自分が何か知識を得たか

らではありません。何かしら証拠を手にしたからではありません。神様が働いてくださったからです。私

たちがしたことはありません。救いは恵みのゆえです。だからこそこのかたくなさを覚えるのであれば、

その醜さを、汚さを覚えるのであれば、私たちはそんな自分を造り変えてくださった神様の恵みに感謝

できます。そして、自分を中心としたいこの罪は、救われた後、消えていないことを私たちはよく知って

います。私たちはイエス様を主人として信じ受け入れました。ここから始まる闘いは、いつもイエス様を

主人とするか、それ以外のものを主人とする罪の誘惑にどうやって勝利していくかということです。で

もそれに勝利することはできます。私たちではありません。そんなかたくなな心さえ変えてくださり、新

しく造り変えることのできる主に信頼する、そこにおいてです。いのちであるお方が私たちに信仰を通

していのちを与えてくれました。そのいのちを心から感謝して、この方を愛する者として、ともに続けて

歩んでいきましょう。 


